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（回）ゲートボール大会 2
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5,951

（回） 2 2

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区内在住在勤の台東区ゲートボール協会構成員及び個人

昭和

年度

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

台東区ゲートボール協会助成金交付要綱、台東区ゲートボール指導員要綱根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
2

　ゲートボールを通じて高齢者の健康保持と増進をはかるとともに、地域社会との交流を深め明るく充実した高齢期をおくれ
るよう、ゲートボールの促進事業を行う。

216

342

2

台東区ゲートボール大会、姉妹区提携交流ゲートボール大会時の会場設営・
撤去委託

一部委託

（１）台東区ゲートボール大会の開催（台東区ゲートボール協会との共催）年１回
（２）ゲートボール指導員育成　２５名（任期平成２６年４月～平成２８年３月　２年間）
（３）台東区ゲートボール協会への助成
（４）姉妹区（墨田区）提携交流ゲートボール大会開催　年１回　両区持ち回りで幹事区となり実施

補助金の有無

事業対象

事務事業名 ゲートボール促進

　

健康課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

要綱 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

6,974

75

0

742

80

5,614

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

6,276

6,356

526

7,620

0

6,669

　平成２６年度から寿作品展示会スポーツコーナーに、ゲートボール協会として出展している。来場者に楽しんでもらう
工夫を凝らしゲートボールという競技に興味を持ってもらえるようにしている。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

　　ゲートボールは高齢者に適したスポーツとして区が普及促進してきた経緯がある。現在も
一定程度の競技人口があり、高齢者の生きがいづくり、健康づくりに非常に寄与していることを
改めて区民に周知する。また、寿作品展示会では、参加者に競技を知ってもらう。新規会員の
獲得のためにこれらの改善が必要である。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

　従来からの会員においては積極的に活動しており、ニーズに大きな変化はない。

改善

評
価
結
果

　加齢による会員の減少、新規会員の獲得が困難な状況はあるが、成果指標の目標はおおむね達成されて
いる。

3 　会員数が減少してはいるが、高齢期の健康づくりや社会参加のツールとして有用である。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２６年度 ２７年度

681

1,023

成果指標

（大会参加者アンケートで満足と回
答した割合）

6,817　人にかかるコスト（人件費など）

　26年度より、助成金が事業助成となったことにより事業経費を精査し、助成金額を会員から徴収する会費と
見合う金額にしているが、活動量、成果については維持できている。

104

-

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 7,545

580

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

2

2

89 120（人）

2

-

ゲートボール研修会

223

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２５年度

（％）

　決算額　　(単位：千円) 804

ゲートボール協会会員数

80.0


